
 
              

 

 
 

 
 

「つくってみよう！ みんなの未来」 
 副校長 藤間 研吾 

 

１１月１６日（土）に展覧会・学校公開を開催しまし

た。地域や保護者の皆様に、ご来校いただきありがとう

ございました。子どもたちは、自分が心を込めて仕上げ

た作品を皆様に見ていただいたことを喜び、自分自身が

考えたものを形にして表現することのよさや、粘り強く

作り上げることの大切さを感じ取っていました。共同作

品からは、みんなのよりよい未来に向けて協力しようと

いうメッセージが伝わってきました。 

子どもの作品はどれも素敵で、その発想力や想像力に

は驚かされました。きっと、どれだけ AI などの技術が

発達したとしても、子どもたちの個性溢れる作品を再現

することは難しいでしょう。 

一方、AIが発達したことで困っている人たちがいます。それは「声優」です。現在の日本の法律

だと「声」は著作物ではありません。SNS 等が大幅に普及した社会の中で、無断で作られた音声や

映像がネット上に投稿されたり、販売されたりするケースが多数確認されています。皆さんはこの

ことについてどのように考えるでしょうか。「法律で著作物として認められていないから無断で使

用しても問題はない。」と考える人がいれば、「声優の許可なしに使用することは、声優の仕事や収

入を奪うことにもつながりかねないので問題がある。」と考える人もいるでしょう。 

社会が変化すればそれに伴い、様々なことが変化します。ルールやマナーもその一つです。法制

度の対応が間に合わないのであれば、判断するのは自分です。今回、声優の皆さんがあげた「声」

は悲痛なものでした。私は子どもたちに、他者を大切にし、困っている人や悩んでいる人の「声」

に耳を傾け判断する人に育ってほしいと考えています。 

今回の展覧会で製作された作品も、製作した子どもの立派な著作物です。子どもたちは鑑賞を楽

しむとともに、一つ一つの作品の大切さについて理解し、それぞれのよさを見付けたり、ルールや

マナーについて考え、どのように鑑賞したらよいかを判断しながら楽しんでいました。 

学校は、学校生活を通して、子どもたちが今後大きく変化していく社会を生き抜いていくために、

「よく考え」「適切に判断する」力を身に付けさせていきます。そして、今回の展覧会テーマ「つく

ってみよう！みんなの未来」を実生活でも意識して、よりよい未来の創り手となってほしいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二小だより    
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令和６年１１月２１日 

武蔵野市立第二小学校 

善意の寄付ありがとうございました 

 
１１月１１日の全校朝会で児童には伝えましたが、この度、地域の方から多大な寄付をいただきま

した。一生懸命に様々なことに取り組む二小の児童の姿に感銘を受け、寄付してくださったそうで

す。ご寄付いただいた物は大切に使用させ、教育活動の充実に繋げていきます。 

１１月１５日発行の「市報むさしの」にも紹介されておりますのでご覧ください。 

【寄付品】 

・ビブラフォン   ・アコーディオン  ・オルガン     ・低音オルガン   

・ポータートーン  ・電子ピアノ    ・シロフォン    ・鉄琴    

・シンセサイザー  ・アンプ      ・逆上がり補助版   


